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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮像素子により被写体を撮像して、ユーザが所望する画角の第１の画素範囲の第１画像
のデータと前記第１画像に外接する第２の画素範囲の第２画像のデータとを生成する撮像
部と、
　前記第１画像のデータを記録するとともに、前記第１画像のデータの付加情報として前
記第２画像のデータを記録する記録部と、
　撮像装置の水平状態に対する回転角度を検出する回転角度検出部と、
　前記回転角度検出部により検出された前記回転角度に基づいて、前記撮像装置が水平状
態か否かを判定する角度判定部と、を備え、
　前記記録部は、前記撮像装置が前記水平状態でないときに、前記第２画像のデータを記
録する
　ことを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の撮像装置において、
　前記撮像部は、前記撮像素子から前記第１画像の信号と前記第２画像の信号とを別々に
読み出し、前記第１画像の信号に基づく前記第１画像のデータと前記第２画像の信号に基
づく前記第２画像のデータとを生成する
　ことを特徴とする撮像装置。
【請求項３】
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　請求項１に記載の撮像装置において、
　前記撮像部は、被写体を撮像して生成した画像のデータを分割して前記第１画像のデー
タと前記第２画像のデータとを生成する
　ことを特徴とする撮像装置。
【請求項４】
　請求項１に記載の撮像装置において、
　前記記録部から前記第１画像のデータと前記第２画像のデータとを読み出すとともに、
前記第１画像と前記第２画像とを合わせて第３画像を生成する画像処理部と、
　前記第１画像を表示する表示部と、
　前記第１画像の回転指示をユーザから受け付ける操作部とをさらに備え、
　前記画像処理部は、前記回転指示に応じて、前記第３画像を回転するとともに、前記回
転後の前記第３画像から前記第１画像の大きさに相当する画像を切り出す
　ことを特徴とする撮像装置。
【請求項５】
　請求項１に記載の撮像装置において、
　前記記録部から前記第１画像のデータと前記第２画像のデータとを読み出すとともに、
前記第１画像と前記第２画像とを合わせて第３画像を生成する画像処理部と、
　前記第１画像を表示する表示部と、
　前記第１画像の画角をシフトする指示をユーザから受け付ける操作部とをさらに備え、
　前記画像処理部は、前記指示に応じて、前記第１画像の画角をシフトするとともに、前
記第３画像から前記シフト後の前記第１画像の画角に対応する画像を切り出すか、または
、前記画像処理部は、前記指示に応じて、前記第３画像をシフトするとともに、前記シフ
ト後の前記第３画像から前記第１画像と同じ位置、かつ、同じ大きさに相当する画像を切
り出す
　ことを特徴とする撮像装置。
【請求項６】
　請求項１に記載の撮像装置において、
　前記記録部から前記第１画像のデータと前記第２画像のデータを読み出すとともに、前
記第１画像と前記第２画像とを合わせて第３画像を生成する画像処理部と、
　前記第１画像を表示する表示部と、
　前記第１画像をズームアウトする倍率をユーザから受け付ける操作部とをさらに備え、
　前記画像処理部は、前記倍率に応じて、前記第３画像を縮小するとともに、前記縮小し
た前記第３画像から前記第１画像の大きさに相当する画像を切り出すか、または、前記画
像処理部は、前記倍率に応じて、前記第１画像の画角を拡大して、前記第３画像から前記
拡大した前記第１画像の画角に対応する画像を切り出すとともに、前記切り出した画像を
前記第１画像の大きさに縮小する
　ことを特徴とする撮像装置。
【請求項７】
　請求項２に記載の撮像装置において、
　前記撮像素子は、前記第１の画素範囲を変更可能である
　ことを特徴とする撮像装置。
【請求項８】
　請求項３に記載の撮像装置において、
　前記撮像部は、前記画像のデータを分割する領域を変更して、前記第１画像の大きさを
変更可能である
　ことを特徴とする撮像装置。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、撮像装置に関する。
 
【背景技術】
【０００２】
  撮像装置を手で構えて被写体を撮像する場合には、ユーザが意図せず撮像装置を傾けた
状態で撮像してしまう場合が多い。そこで、特許文献１の発明では、撮像時にビデオカメ
ラが傾いた場合には、回転処理によって画像を水平に補正している。
【特許文献１】特開平６－１７８１９０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
  ところで、画像を回転した場合には、回転後の画像の四辺に三角形の余白が生じる。こ
のような問題を回避するために、上級者は、回転処理に備えて、所望する画像の画角より
広い画角の画像を予め撮像している。このような撮像を行うことにより、回転後の画像か
ら余白部分を含まない領域を切り出す処理が可能である。しかし、初級者にとって予め広
い画角の画像を撮像することは難度が高い。また、予め広い画角の画像を撮像した場合に
は、ユーザが撮像時に決定した構図と回転処理後の画像の構図とに差異が生じて、ユーザ
が違和感を感じることがあった。
【０００４】
　そこで、本発明の撮像装置は、画像編集に好適な画像を記録することを目的とする。
 
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の撮像装置は、撮像素子により被写体を撮像して、ユーザが所望する画角の第１
の画素範囲の第１画像のデータと前記第１画像に外接する第２の画素範囲の第２画像のデ
ータとを生成する撮像部と、前記第１画像のデータを記録するとともに、前記第１画像の
データの付加情報として前記第２画像のデータを記録する記録部と、撮像装置の水平状態
に対する回転角度を検出する回転角度検出部と、前記回転角度検出部により検出された前
記回転角度に基づいて、前記撮像装置が水平状態か否かを判定する角度判定部と、を備え
、前記記録部は、前記撮像装置が前記水平状態でないときに、前記第２画像のデータを記
録することを特徴とする。
 
【発明の効果】
【００１５】
　本発明の撮像装置は、画像編集に好適な画像を記録することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　（第１実施形態）
　以下、図面を用いて本発明の第１実施形態について説明する。図１は、本発明の第１実
施形態における撮像装置１の構成を示すブロック図である。図１に示すように、撮像装置
１は、撮像レンズ２、撮像素子３、Ａ／Ｄ変換部４、画像処理部５、フレームメモリ６、
作業メモリ７、撮像装置制御部８、記録Ｉ／Ｆ部９、記録媒体１０、表示部１１、操作部
１２、水平センサ１３を備える。
【００１７】
　撮像レンズ２は、撮像素子３の撮像面に被写体像を結像させる。撮像素子３は、撮像レ
ンズ２を通過した光束による被写体像を光電変換し、アナログの画像の信号を出力する。
なお、撮像素子３はＣＭＯＳ（Complementary Metal Oxide Semiconductor）イメージセ
ンサであり、撮像装置制御部８の制御に基づいて、予め設定した画素範囲ごとに画像の信
号を読み出す。撮像素子３の出力は、Ａ／Ｄ変換部４に接続される。Ａ／Ｄ変換部４は、
撮像素子３の出力信号のＡ／Ｄ変換を行う。画像処理部５は、Ａ／Ｄ変換部４から出力さ
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れたデータに各種の画像処理（色補間、階調変換処理、輪郭強調処理、ホワイトバランス
調整など）を施す。また、画像処理部５は、記録媒体１０に画像のデータを記録する前に
ＪＰＥＧ形式などで圧縮する処理や、圧縮された上記のデータを伸長復元する処理をも実
行する。さらに、画像処理部５は、公知のアフィン変換などにより画像編集（回転、シフ
ト、ズームアウト、ズームイン）を行う。また、画像処理部５は、画像の一部領域を切り
出すこともできる。フレームメモリ６は、画像処理部５による画像処理の前工程や後工程
で画像のデータを一時的に記録する。作業メモリ７は、画像処理部５が各種の画像処理を
行う際などに一時的なメモリとして使用される。撮像装置制御部８は、所定のシーケンス
プログラムにしたがって、電子カメラの統括的な制御を行うプロセッサである。
【００１８】
　記録Ｉ／Ｆ部９は、記録媒体１０を接続するためのコネクタが形成される。そして、記
録Ｉ／Ｆ部９は、コネクタに接続された記録媒体１０に対してデータの書き込み／読み込
みを実行する。表示部１１は、撮像装置制御部８の制御により各種の画像を表示する。ま
た、表示部１１には、撮像装置制御部８の制御によりＧＵＩ（Graphical User Interface
）形式の入力が可能なメニュー画面なども表示することができる。操作部１２は、レリー
ズ釦や操作釦などを有している。操作部１２のレリーズ釦は、撮像動作の指示をユーザか
ら受け付ける。操作部１２の操作釦は、上記のメニュー画面等での入力をユーザから受け
付ける。水平センサ１３は、撮像装置１の回転角度を検出して、画像処理部５に出力する
。
【００１９】
　図２は、撮像装置１における撮像時の撮像装置制御部８の動作を示すフローチャートで
ある。
【００２０】
  ステップＳ１で、撮像装置制御部８は、レリーズ釦が全押しされたか否かを判定する。
レリーズ釦が全押しされた場合（ＹＥＳ）には、Ｓ２に移行する。一方、レリーズ釦が全
押しされていない場合（ＮＯ）には、撮像装置制御部８は、レリーズ釦が全押しされるま
で待機する。
【００２１】
　ステップＳ２で、撮像装置制御部８は、撮像素子３を駆動させてＡ領域の画像の信号を
読み出す。ここで、撮像素子３の画素範囲について説明する。図３は、撮像素子３の概略
図である。図３に示すように、撮像素子３の有効画素範囲のうち、ユーザが所望する画角
の画像に対応する画素の領域をＡ領域とし、Ａ領域に外接する画素の領域をＢ領域とする
。例えば、全体の有効画素数を約１２００万画素（４０００×３０００画素）とし、Ａ領
域を約１０００万画素（３６４８×２７３６画素）とする。なお、撮像素子３は、上述し
た通りＣＭＯＳイメージセンサであるため、Ａ領域の画像の信号とＢ領域の画像の信号と
を別々に読み出すことができる。撮像装置制御部８は、Ａ領域の画像の信号を読み出して
、ステップＳ３に移行する。
【００２２】
　ステップＳ３で、撮像装置制御部８は、画像処理部５を制御して、Ａ／Ｄ変換部４から
出力されたＡ領域の画像のデータに各種の画像処理を施すとともに、Ａ領域の画像のデー
タをＪＰＥＧ形式で圧縮する。
【００２３】
　ステップＳ４で、撮像装置制御部８は、Ａ領域の画像のデータをフレームメモリ６に記
録後、作業メモリ７に記録する。
【００２４】
　ステップＳ５で、撮像装置制御部８は、撮像素子３を駆動させてステップＳ２で説明し
たＢ領域の画像の信号を読み出す。
【００２５】
　ステップＳ６で、撮像装置制御部８は、画像処理部５を制御して、Ａ／Ｄ変換部４から
出力されたＢ領域の画像のデータに各種の画像処理を施す。なお、Ｂ領域の画像のデータ
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は非圧縮のデータとする。
【００２６】
　ステップＳ７で、撮像装置制御部８は、Ｂ領域の画像のデータをフレームメモリ６に記
録後、作業メモリ７に記録する。
【００２７】
　ステップＳ８で、撮像装置制御部８は、図４に示す画像のファイルを作成するとともに
、作業メモリ７に記録する。
【００２８】
  図４は、画像のファイルの内容を示す図である。図４に示すように、画像のファイルは
、Ａ領域のＪＰＥＧ画像と付加情報とで構成される。付加情報は、Ｂ領域の画像のデータ
、Ａ領域のＪＰＥＧ画像の情報（Ａ領域のサイズ、階調など）、撮像装置１固有の情報（
撮像装置１の機種名、撮像レンズ２の型名など）、撮像時の情報（水平センサ１３に基づ
く撮像装置１の回転角度、絞り値、感度など）、Ａ領域のサムネイル画像などである。す
なわち、Ｂ領域の画像のデータは、各種情報とともにＡ領域の画像の付加情報として画像
のファイル内に記録される。そのため、ユーザは、後述の画像編集時以外には、Ｂ領域の
画像のデータが画像のファイル内に記録されていることを意識しない。つまり、ユーザは
、通常、画像のファイルを従来の画像のファイルと同様に、Ａ領域の画像のファイルとし
て取り扱うことができる。
【００２９】
　ステップＳ９で、撮像装置制御部８は、記録Ｉ／Ｆ部９を介して、ステップＳ８で作業
メモリ７に記録した画像のファイルを記録媒体１０に記録する。
【００３０】
  次に、画像編集について説明する。図５，７，９，１１は、撮像装置１における画像編
集時の撮像装置制御部８の動作を示すフローチャートである。なお、撮像装置制御部８は
、操作部１２を介してユーザから予め画像編集の対象となる画像の指定を受け付けること
を前提として説明とする。
【００３１】
  ステップＳ１１で、撮像装置制御部８は、表示部１１にＡ領域の画像を表示する。
【００３２】
　ステップＳ１２で、撮像装置制御部８は、操作部１２を介してユーザからＡ領域の画像
の回転指示があるか否かを判定する。回転指示がある場合（ＹＥＳ）には、ステップＳ１
３に移行する。一方、回転指示がない場合（ＮＯ）には、後述するステップＳ２１に移行
する。
【００３３】
　ステップＳ１３で、撮像装置制御部８は、Ａ領域の画像を作業メモリ７に展開する。
【００３４】
　ステップＳ１４で、撮像装置制御部８は、Ｂ領域の画像を作業メモリ７に展開する。撮
像装置制御部８は、ステップＳ１３で展開したＡ領域の画像とＢ領域の画像とを合わせて
、撮像素子３の有効画素範囲に相当する画像を生成する。この画像をＣ領域の画像と称す
る。なお、撮像装置制御部８は、Ｂ領域の画像を展開するときに、Ａ領域の画像の解像度
に合うようにＢ領域の画像のデータの解像度を変換する処理も行っても良い。
【００３５】
  ステップＳ１５で、撮像装置制御部８は、操作部１２を介してユーザからＡ領域の画像
の回転角度を受け付ける。例えば、撮像装置制御部８は、ユーザから回転角度の数値を受
け付ける。また、撮像装置制御部８は、表示部１１にメニュー画面や回転を示すアイコン
を表示することにより、ユーザから回転角度を受け付けても良い。
【００３６】
　ステップＳ１６で、撮像装置制御部８は、画像処理部５を制御して、ステップＳ１５で
受け付けた回転角度に基づいて、Ｃ領域の画像を回転する。
【００３７】
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　ステップＳ１７で、撮像装置制御部８は、画像処理部５を制御して、回転後のＣ領域の
画像からＡ領域の大きさに相当する画像を切り出す。Ａ領域の画像の例を図６（ａ）に示
し、回転後のＣ領域の画像から切り出す画像の例を図６（ｂ）に示す。
【００３８】
　ステップＳ１８で、撮像装置制御部８は、ステップＳ１７で切り出した画像を表示部１
１に表示する。
【００３９】
  ステップＳ１２で、回転指示がない場合（ＮＯ）には、ステップＳ２１で、撮像装置制
御部８は、操作部１２を介してユーザからシフト指示があるか否かを判定する。シフト指
示がある場合（ＹＥＳ）には、ステップＳ２２に移行する。一方、シフト指示がない場合
（ＮＯ）には、後述するステップＳ３１に移行する。
【００４０】
  ステップＳ２２～Ｓ２３は、図５のステップＳ１３～Ｓ１４にそれぞれ対応するため、
重複説明を省略する。
【００４１】
　ステップＳ２４で、撮像装置制御部８は、操作部１２を介してユーザからＡ領域の画像
の画角をシフトする位置を受け付ける。例えば、撮像装置制御部８は、ユーザからシフト
後の画像の座標を表す数値を受け付ける。また、撮像装置制御部８は、表示部１１にメニ
ュー画面やシフトを示す枠などを表示することにより、ユーザからＡ領域の画像の画角の
移動を受け付けても良い。
【００４２】
　ステップＳ２５で、撮像装置制御部８は、画像処理部５を制御して、Ｃ領域の画像から
シフト後のＡ領域の画像の画角に対応する画像を切り出す。Ａ領域の画像の例を図８（ａ
）に示し、Ｃ領域の画像から切り出す画像の例を図８（ｂ）に示す。
【００４３】
　ステップＳ２６で、撮像装置制御部８は、ステップＳ２５で切り出した画像を表示部１
１に表示する。
【００４４】
　ステップＳ２１で、シフト指示がない場合（ＮＯ）には、ステップＳ３１で、撮像装置
制御部８は、操作部１２を介してユーザからズームアウト指示があるか否かを判定する。
ズームアウト指示がある場合（ＹＥＳ）には、ステップＳ３２に移行する。一方、ズーム
アウト指示がない場合（ＮＯ）には、後述するステップＳ４１に移行する。
【００４５】
　ステップＳ３２～Ｓ３３は、図５のステップＳ１３～Ｓ１４にそれぞれ対応するため、
重複説明を省略する。
【００４６】
　ステップＳ３４で、撮像装置制御部８は、操作部１２を介してユーザからＡ領域の画像
をズームアウトする倍率を受け付ける。例えば、撮像装置制御部８は、ユーザからズーム
アウトする倍率の数値を受け付ける。また、撮像装置制御部８は、表示部１１にメニュー
画面やズームアウトを示す枠などを表示することにより、ユーザからＡ領域の画像の画角
の縮小を受け付けても良い。
【００４７】
　ステップＳ３５で、撮像装置制御部８は、画像処理部５を制御して、ステップＳ３４で
受け付けた倍率に基づいて、Ｃ領域の画像を縮小する。
【００４８】
　ステップＳ３６で、撮像装置制御部８は、画像処理部５を制御して、縮小後のＣ領域の
画像からＡ領域の大きさに相当する画像を切り出す。Ａ領域の画像の例を図１０（ａ）に
示し、縮小後のＣ領域の画像から切り出す画像の例を図１０（ｂ）に示す。
【００４９】
　ステップＳ３７で、撮像装置制御部８は、ステップＳ３６で切り出した画像を表示部１
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１に表示する。
【００５０】
  ステップＳ３１で、ズームアウト指示がない場合（ＮＯ）には、ステップＳ４１で、撮
像装置制御部８は、操作部１２を介してユーザからズームイン指示があるか否かを判定す
る。ズームイン指示がある場合（ＹＥＳ）には、ステップＳ４２に移行する。一方、ズー
ムアウト指示がない場合（ＮＯ）には、ステップＳ１２に戻る。
【００５１】
　ステップＳ４２は、図５のステップＳ１３に対応するため、重複説明を省略する。
【００５２】
　ステップＳ４３で、撮像装置制御部８は、操作部１２を介してユーザからＡ領域の画像
をズームインする倍率と位置とを受け付ける。例えば、撮像装置制御部８は、ユーザから
ズームインする倍率の数値を受け付ける。また、撮像装置制御部８は、表示部１１にメニ
ュー画面やズームインを示す枠などを表示することにより、ユーザからＡ領域の画像の画
角の縮小を受け付けても良い。
【００５３】
  ステップＳ４４で、撮像装置制御部８は、画像処理部５を制御して、ステップＳ４３で
受け付けた倍率と位置とに基づいて、Ａ領域の画像の画角を縮小する。
【００５４】
　ステップＳ４５で、撮像装置制御部８は、画像処理部５を制御して、Ａ領域の画像から
縮小したＡ領域の画角に対応する画像を切り出すとともに、切り出した画像をＡ領域の大
きさに拡大する。Ａ領域の画像の例を図１２（ａ）に示し、Ａ領域の大きさに拡大した画
像の例を図１２（ｂ）に示す。
【００５５】
　ステップＳ４６で、撮像装置制御部８は、ステップＳ４５で拡大した画像を表示部１１
に表示する。
【００５６】
　以下、第１実施形態の作用効果を説明する。第１実施形態の撮像装置１は、ユーザが所
望する画角の画像より大きい画角の画像を記録するため、画像編集に好適な画像を記録す
ることができる。
【００５７】
  また、第１実施形態の撮像装置１によれば、ユーザが所望する画角外の画像のデータを
付加情報として記録するため、ユーザは通常、所望する画角外の画像のデータが画像のフ
ァイル内に記録されていることを意識しない。したがって、ユーザは、通常、画像のファ
イルを従来の画像のファイルと同様に、所望する画角の画像の画像のファイルとして取り
扱うことができる。
【００５８】
　（第２実施形態）
  以下、本発明の第２実施形態について説明する。ここで、以下の実施形態における撮像
装置の構成は、図１に示す第１実施形態の撮像装置１と共通するので重複説明は省略する
。図１３は、第２実施形態の撮像装置１における撮像時の撮像装置制御部８の動作を示す
フローチャートである。
【００５９】
　ステップＳ５１で、撮像装置制御部８は、図２のステップＳ１と同様に、レリーズ釦が
全押しされたか否かを判定する。レリーズ釦が全押しされた場合（ＹＥＳ）には、Ｓ５２
に移行する。一方、レリーズ釦が全押しされていない場合（ＮＯ）には、撮像装置制御部
８は、レリーズ釦が全押しされるまで待機する。
【００６０】
　ステップＳ５２で、撮像装置制御部８は、水平センサ１３を制御して、撮像装置１の回
転角度を検出して、画像処理部５に出力する。
【００６１】
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  ステップＳ５３で、撮像装置制御部８は、ステップＳ５２で検出した回転角度が水平状
態か否かを判定する。水平状態である場合（ＹＥＳ）には、ステップＳ５４に移行する。
一方、水平状態でない場合（ＮＯ）には、ステップＳ５７に移行する。
【００６２】
　ステップＳ５４～ステップＳ５６は、図２のステップＳ２～ステップＳ４にそれぞれ対
応するため、重複説明を省略する。
【００６３】
　ステップＳ５７で、撮像装置制御部８は、Ａ領域の画像のファイルを作成するとともに
、作業メモリ７に記録する。なお、Ａ領域の画像のファイルは、図４に示す画像のファイ
ルのうち、Ｂ領域の画像のデータを除くものと同様の画像のファイルとする。
【００６４】
　ステップＳ５８～Ｓ６５は、図２のステップＳ２～ステップＳ９にそれぞれ対応するた
め、重複説明を省略する。
【００６５】
　なお、第２実施形態の撮像装置１は、上記の流れで生成した画像のファイルを、第１実
施形態の撮像装置１と同様に回転処理することができる。
【００６６】
  以下、第２実施形態の作用効果を説明する。第２実施形態の撮像装置１は、撮像装置１
が水平状態でないと判定した場合には、画像の回転処理に備えて、ユーザが所望する画角
より広い画角の画像を記録する。したがって、第１実施形態と同様に、回転処理に好適な
画像を記録することができる。
【００６７】
　また、第２実施形態の撮像装置１は、撮像装置１が水平状態でないと判定した場合、す
なわち、画像の回転処理に備える必要があると判定した場合のみ、ユーザが所望する画角
より広い画角の画像を記録する。したがって、画像の回転処理に備える必要がない場合に
は、ユーザが所望する画角より広い画角の画像を記録しない。そのため、記録媒体１０の
記録領域を無駄遣いすることなく、より多くの画像のデータを記録媒体１０に記録するこ
とができる。
【００６８】
　なお、第１実施形態および第２実施形態では、撮像装置１に水平センサ１３を備え、水
平センサ１３により撮像装置１の回転角度を検出する例を示したが、スルー画像から画像
解析を行って、撮像装置１の回転角度を検出しても良い。
【００６９】
　（第３実施形態）
　以下、本発明の第３実施形態について説明する。本発明の第３実施形態では、第１実施
形態または第２実施形態で生成した画像のファイルに対する画像編集をコンピュータで実
現する。図１４は、本発明の第３実施形態におけるコンピュータ２１の構成を示すブロッ
ク図である。
【００７０】
  コンピュータ２１は、コンピュータ制御部２２、画像処理部２３、表示部２４、キーボ
ードやマウスなどを含む操作部２５、記録部２６、第１実施形態または第２実施形態の撮
像装置１と相互に接続可能な外部Ｉ／Ｆ部２７を備え、操作部２５を介してユーザから指
示を受け付けるとともに、第１実施形態または第２実施形態の撮像装置１から取得した画
像や、記録部２６に記録した画像を表示部２４に表示する。画像処理部２３は、画像処理
プログラムにより第１実施形態または第２実施形態の撮像装置１の画像処理部５と同様の
画像処理（図５，７，９，１１のフローチャート参照）を行う。
【００７１】
　第３実施形態のコンピュータ２１によれば、第１実施形態または第２実施形態と同様の
処理を実施することができ、好適な画像編集を行うことができる。
【００７２】
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　（実施形態の補足）
　なお、第１実施形態の回転処理において、ユーザからの回転角度の指示に応じて、Ｃ領
域の画像を回転する例を示したが、回転処理の流れはこれに限らない。例えば、図５の例
では、撮像装置制御部８は、ステップＳ１５のユーザ指示に代えて、水平センサ１３が出
力した回転角度に基づいて、撮像装置１が水平状態か否かを判定する。そして、撮像装置
制御部８は、画像処理部５を制御して、撮像装置１が水平状態でないと判定された場合に
は、Ｃ領域の画像を自動で水平状態に回転する構成としても良い。また、第３実施形態の
回転処理においても同様の構成としても良い。なお、第３実施形態においては、水平セン
サ１３が出力した回転角度に代えて、画像から画像解析を行って撮像装置１の回転角度を
検出しても良い。
【００７３】
  また、第１実施形態のシフト処理において、Ａ領域の画像の画角をシフトするとともに
、Ｃ領域の画像からシフト後のＡ領域の画像の画角に対応する画像を切り出す例を示した
が、シフト処理の流れはこれに限らない。例えば、ステップＳ２４で、撮像装置制御部８
は、操作部１２を介してユーザからＣ領域の画像をシフトする位置を受け付ける。そして
、ステップＳ２５で、撮像装置制御部８は、画像処理部５を制御して、シフト後のＣ領域
の画像からＡ領域の画像と同じ位置、かつ、同じ大きさに相当する画像を切り出す構成と
しても良い。また、第３実施形態のシフト処理においても同様の構成としても良い。
【００７４】
　また、第１実施形態のズームアウト処理において、Ｃ領域の画像を縮小するとともに、
縮小したＣ領域の画像からＡ領域の大きさに相当する画像を切り出す例を示したが、ズー
ムアウト処理の流れはこれに限らない。例えば、ステップＳ３５で、撮像装置制御部８は
、画像処理部５を制御して、ステップＳ３４で受け付けた倍率に基づいて、Ａ領域の画像
の画角を拡大する。そして、ステップＳ３６で、撮像装置制御部８は、画像処理部５を制
御して、Ｃ領域の画像から拡大後のＡ領域の画像の画角に対応する画像を切り出すととも
に、切り出した画像をＡ領域の大きさに縮小する構成としても良い。また、第３実施形態
のズームアウト処理においても同様の構成としても良い。
【００７５】
　また、第１実施形態のズームイン処理において、Ａ領域の画像の画角を縮小するととも
に、Ａ領域の画像から縮小したＡ領域の画角に対応する画像を切り出す。そして、切り出
した画像をＡ領域の大きさに拡大する例を示したが、ズームイン処理の流れはこれに限ら
ない。例えば、ステップＳ４４で、撮像装置制御部８は、画像処理部５を制御して、ステ
ップＳ４３で受け付けた倍率に基づいて、Ｃ領域の画像を拡大する。そして、ステップＳ
４５で、撮像装置制御部８は、画像処理部５を制御して、ステップＳ４３で受け付けた倍
率に基づいて、拡大後のＣ領域の画像からＡ領域の大きさに相当する画像を切り出す構成
としても良い。また、第３実施形態のズームイン処理においても同様の構成としても良い
。
【００７６】
  また、第１実施形態または第３実施形態において、回転処理、シフト処理、ズームアウ
ト処理、ズームイン処理を別々に処理する例を示したが、画像編集処理の流れはこれに限
らない。例えば、図５の例において、撮像装置制御部８は、ステップＳ１１の後で、上記
の画像編集のうち、何れか任意の処理の組み合わせをユーザから受け付ける。そして、撮
像装置制御部８は、ユーザからの指示に応じて、順次画像処理を行っても良い。
【００７７】
  また、第１実施形態および第２実施形態において、Ａ領域の大きさは限定されない。例
えば、図２のステップＳ１の前において、撮像装置制御部８は、撮像装置１の操作部を介
してユーザからＡ領域の大きさを受け付ける構成としても良い。
【００７８】
  また、第２実施形態において、撮像条件に応じてＡ領域の大きさを変更しても良い。例
えば、初級者が撮像する場合には、上級者が撮像する場合や三脚などを用いて撮像する場
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合と比較して、撮像装置をより傾けた状態で撮像しやすい。そのため、初級者が撮像する
場合には、撮像装置の回転角度が大きくなっても回転後の領域Ｃから領域Ａの大きさに相
当する画像を切り出せるように、領域Ｂの範囲を大きく設定しても良い。すなわち、図１
３の例では、撮像装置制御部８は、ステップＳ５１の前に、ユーザから初級者が撮像する
、上級者が撮像するまたは三脚を用いて撮像するのいずれかを受け付ければ良い。そして
、撮像装置制御部８は、初級者が撮像する場合には、領域Ｂの範囲を大きく設定すれば良
い。
【００７９】
  また、初級者が撮像する場合には、上級者が撮像する場合と比較して、構図が決まらな
い状態で撮像するなど、撮像時の画像を修正する可能性が高い。そのため、初級者が撮像
する場合には、領域Ｃからシフトした画角の画像またはズームアウトした画角の画像を切
り出せるように、領域Ｂの範囲を大きく設定しても良い。すなわち、図２の例では、第１
実施形態の撮像装置１の撮像素子３がＣＭＯＳイメージセンサである場合に、撮像装置制
御部８は、ステップＳ１の前に、ユーザから初級者が撮像する、上級者が撮像するのいず
れかを受け付ければ良い。
【００８０】
　また、第１実施形態および第２実施形態において、撮像素子３は、ＣＭＯＳイメージセ
ンサに限らない。例えば、撮像素子３は、ＣＣＤ（Charge Coupled Device）イメージセ
ンサでも良い。このとき、撮像装置１の画像処理部５は、図２のステップＳ２～ステップ
Ｓ６において、被写体を撮像して生成した画像のデータを分割して、Ａ領域の画像のデー
タとＢ領域の画像のデータとに相当する画像のデータを生成すれば良い。
【００８１】
  また、第１実施形態および第２実施形態において、撮像装置１が撮像する画像は静止画
像に限らない。例えば、撮像装置１は、動画像を撮像する構成にしても良い。
【００８２】
  また、第１実施形態および第２実施形態において、Ｂ領域の画像のデータがＡ領域の画
像のデータの付加情報であれば、画像のファイルの内容は、上記の実施形態以外の構成で
あっても良い。
【００８３】
　また、第１実施形態および第２実施形態において、Ｂ領域の画像のデータを非圧縮のデ
ータとしたが、データの形式はこれに限らない。例えば、Ｂ領域の画像のデータをＪＰＥ
Ｇ形式で圧縮しても良い。また、Ａ領域の画像のデータを非圧縮のデータとしても良い。
【図面の簡単な説明】
【００８４】
【図１】第１実施形態の撮像装置１の構成を示すブロック図である。
【図２】第１実施形態の撮像装置１における撮像時の撮像装置制御部８の動作を示す図で
ある。
【図３】撮像素子３の概略図である。
【図４】画像のファイルの一例を示す図である。
【図５】撮像装置１における画像編集時のコンピュータ制御部２１の動作を示す図である
。
【図６】回転処理における画像の一例を示す図である。
【図７】撮像装置１におけるシフト処理時のコンピュータ制御部２１の動作を示す図であ
る。
【図８】シフト処理時における画像の一例を示す図である。
【図９】撮像装置１２におけるズームアウト処理時のコンピュータ制御部２１の動作を示
す図である。
【図１０】ズームアウト処理時における画像の一例を示す図である。
【図１１】撮像装置１におけるズームイン処理時のコンピュータ制御部２１の動作を示す
図である。
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【図１２】ズームイン処理時における画像の一例を示す図である。
【図１３】第２実施形態の撮像装置１における撮像時の撮像装置制御部８の動作を示す図
である。
【図１４】第３実施形態のコンピュータ２１の構成を示すブロック図である。
【符号の説明】
【００８５】
１…撮像装置、２…撮像レンズ、３…撮像素子、４…Ａ／Ｄ変換部、５…画像処理部、８
…撮像装置制御部、１１…表示部、１２…操作部、１３…水平センサ、２１…コンピュー
タ、２２…コンピュータ制御部、２３…画像処理部、２４…表示部、２５…操作部
                                                                                

【図１】 【図２】
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【図４】

【図５】

【図６】 【図７】

【図８】
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【図１１】

【図１２】

【図１３】 【図１４】
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